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「羽村市の小中一貫校どうなるの?」集
会で様々な意見・疑問出される

　去る９月１１日、三矢会館において、「羽村市の小中一貫

校どうなるの？」と題した集会が開催されました（主催は羽

村市小中一貫校対策会）。教職員、父母、市民など約４０人

が参加し、羽村市が計画する小中一貫教育校について様々な

意見がだされました。

　集いには羽村市教育委員会から黒羽小中一貫教育担当らが

参加し、計画の到達点について報告し、質疑をうけました。

　また、足立区から教員がかけつけ、同区でおこなわれてい

る小中一貫教育校についての現状を報告しました。

　まず最初に、羽村市教育委員会の黒羽氏から、実施にむけ

た手続きやスケジュール案（裏面）などが報告され、続いて

参加者からの質疑がおこなわれました。

参加者からの質問と、教育委員会から

の回答

Ｑ．小中一貫教育をやる、やらないを含めて、保護者や市民

から声を聞いていくのか？

Ａ．やる・やらないを決定するのは教育委員会定例会。５人

の教育委員が出された議案をもとに決定する。

Ｑ．市民の声を聞いていくというが、どのくらいの時間を考

えているのか？

Ａ．今のところ武蔵野小・三中は平成２３年度実施の予定。

ただしパブリックコメントや説明会で出された意見について

教育委員会で審議する必要があるため、どのくらい意見が出

てくるのかによって変わってくる。

Ｑ．教育委員会は小中一貫教育のデメリットについてどう考

えているか？

Ａ．一番のデメリットは予算がかかること。先生の多忙感を

軽減するため、教員を増やす必要があるからだ。

Ｑ．一貫校になると子どもの生活はどのように変わってくる

のか？小５～中１の子どもは、日常的に相互乗り入れをおこ

なうのか？小学生が中学校に行く、中学生が小学校に行くの

はどのくらいあるのか？

Ａ．具体的にどうなるのかは、各校区ごとに今後決めて行く

こと。

Ｑ．武蔵野小では５、６年生は三中に教室を移動すると聞い

ていたが、それはどうなるのか？

Ａ．中間報告ではそれは盛り込まれていたが、最終報告には

入らない。その計画は消えたわけではなく、武蔵野小・三中

の実施計画で考えるべきことだからだ。

Ｑ．武蔵野小と三中の間に２億円かけて橋をつくると聞いて

いる。どうして一番相互交流がやりやすい学校同士に橋をつ

くるのか？他の中学校区とくらべて、教育の機会均等の点か

ら問題があるのでは？

Ａ．武蔵野小、三中の隣接しているという特色を生かすため

だ。

Ｑ．一貫校になると、子どもにとって６年生で卒業し、中学

に入学するという意味はどのように変わってくるのか？

Ａ．あくまでも小６が中１にスムーズに移行するための手段

として考えている。子どもの意識は変わらないと思う。

Ｑ．小中で一貫した教育をおこなうためには、小学校区・中

学校区が一致しない学区の問題が大きいのではないか？

Ａ．早急に検討をすすめている。

Ｑ．中学の先生が英語を月１回小学校に教えに行くというが、

同じ中学の他学年を教えるケースでも、子どもの状況、重点

をどこにおくかなど、とても細かな打ち合わせが必要になる。

打ち合わせの時間はどう確保するのか？

　また、中学校の授業の穴埋めに来る講師との打ち合わせも

必要になるが、どうするのか？実際には、「プリントを用意

しておくから自習させておいてください」となるのではない

か。中学校の教科教育のレベルは落ちてしまうと思う。

Ａ．教員を１人入れるぐらいの予算が必要ではないかと考え

ている。今後、質が落ちないように検討していきたい。

Ｑ．不登校の問題について、５，６年生でケアをすればスム

ーズに中学にあがれるというのは、頭だけで考えている構想

では。その子の心に教員がどれだけ向き合ってくれるかが鍵

なのではないか。時々中学から来る先生が見てくれたから、

「中学校は楽しそうだ」とはならないのでは？

Ａ．不登校の問題を見てみると、学力の問題が非常に大きい。

友人関係の問題もあると分析してしている。

Ｑ．一貫校は中１ギャップの問題に対応するためだというが、

中学校では、小学校の伸び伸びとした教育から、急に受験を

めざして締め付けが厳しくなるのが実態ではないか。一貫に

したことで、５，６年生の伸び伸びした教育を逆につぶすよ

うなことになりはしないか。中学での締め付けを見直して行

くことの方が重要ではないのか？

Ａ．中学校にいかにスムーズに近づけて行くかが大事。小学

生に、中学校の先生の雰囲気を感じてもらうことも大事だ。

小中一貫教育実施にむけて示されてい

るスケジュール案 (９月29日検討委員会に提案された内容を含む）

・９月３０日：小中一貫校検討委員会が最終報告提出

・１０月２０日：教育委員会が基本計画「素案」をだす

・１１月１日～３０日：パブリックコメント実施

・１１月中に武蔵野小、三中の教員・保護者・地域住民へ

　基本計画「素案」の説明会開催

・１２月中に一中、二中学区の教員・保護者・地域住民へ

　基本計画「素案」の説明会開催

・１２月１日～１５日：パブリックコメント集計と「基本計

　画」　作成

・１２月１５日：教育委員会定例会で実施決定

・その後、各学区ごとの「実施計画」を作成していく

日本共産党羽村市委員会は、上記の報道をおこないました。

★無料法律相談のお知らせ

10月13日(火)午前10時からです。

事前に予約が必要です。お気軽にご連絡くだ

さい。

・中原まさゆき　５５４－１１６３

・市川英子　　　５５４－１１４０

・鈴木たくや　　０８０－１０５８－９４５０
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三矢会館

足立区からの報告
－－様々な混乱がおきている教育現場

　足立区では３年前から小中一貫校が開校されています。現

場からどういう声があげられているか様々な事例が報告され

ました。その一部をご紹介します。

●５、６年生の活躍の場がない。

●５、６年生は教科担任制にしているが、そのためにクラス

作りが難しくなった。

●９年間でいじめのピラミッドが固定化する。そのため７年

生でも不登校が増えている。

●部活動に小学生も参加するが、中学生が相手をしなければ

ならず、不満がたまる。

●教員同士の連絡調整に時間がかかる、会議が増えるなどに

より、生徒指導の時間がとれない。

●教員の異動が激しくなった。

保護者・教員・市民の合意ぬきの実施

決定に反対
　　　　　　　日本共産党羽村市議団

　今回の集会での質疑を聞いても、小中一貫教育についての

様々な疑問に対して、教育委員会からは説得力ある説明はな

されませんでした。

　逆に、足立区からの報告にあるように、すでに実施してい

る学校では様々な問題が現れていることも明らかになりまし

た。

　教育委員会は、パブリックコメントの実施と、関係者にそ

れぞれ１回づつ説明会をおこない、１２月１５日の教育委員

会定例会で実施決定をおこなうスケジュールを示しています。

　しかし、これでは不十分です。私たちは、①説明会は一度

だけでなく、意見聴取を反映した修正案についてさらに説明

会と意見聴取をおこなうこと、②保護者・教職員アンケート

を実施して圧倒的多数の合意を前提に実施を決定すること、

を求めていきます。

１１月～１２月に実施が予定されているされるパ

ブリックコメント、説明会で、どんな小さな疑問

についても質問し、納得いくまで説明を求めまし

ょう！よりよい羽村市の教育をつくるためにも！


